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はじめに
　過去数ヵ年の商品陳列館の運営をふりかえると、伝統的工芸製品に対象を絞った企画展
の開催（94・95年）、特定の工芸品を取り上げることによってより深く掘り下げた企画展
の開催（96年）、工芸品の産地から関係者を招いての講演会（97年）、国際交流・外部機i関
との提携による特別展の開催（98年）、という具合にその年ごとに新たな試みにチャレン
ジしてきたことが思い起こされる。そして、1999年の成果としては、次のような諸点があ
げられる。まず、第一に刑事博物館および庶務部門との事務室の統合と刑事・商品両館共
通の図書室の設置がある。1991年の事務部門統合（博物館事務室設置）を端緒とし、以
来、本学の付属3博物館は、事業体としての統合化によってより充実した博物館事業を展
開しうる体制を模索してきた。つまり、個々散発的ではなく、予算やマンパワーの集中投
下ができる体制を目指しているわけである。それぞれ異なった来歴をもつ各館の事業を統
合することはたやすいものではないが、事務室と図書室の2館統合は、業務効率の向上に
もすぐれて効果が見られ、将来的な統合事業に対しても大きな第一歩となった。また、98
年度の「水墨画と筒描藍染で詩（うた）うテムズ河旅情」展に引き続いて、本年度企画
展の中でも本学校友である古庄岩吉氏のお仕事を紹介することができた。人材育成が使命
である大学の附属博物館として、卒業生の活躍を世に知らしめることができたのは大きな
収穫であった。そして、次世代の博物館のあり方として、市民を取り込んだ、市民が中に
入って活動の一端を担うような博物館が求められているが、それに対する試みとして、博
物館資料を題材とした自主学習会の設立を支援した。この取り組みは、未だ端緒についた
ばかりであるが、大学の附属博物館として博物館運営の“実験室”たりえるような活動を
目指すところである。
教育・普及
1常設展示の更新
　5月17～21日の5日間をかけて常設展示を全面的に更新した。常設展示は96年3月の展
示替以来、部分的な資料の入れ替えはおこなっていたが、全面的な更新は約3年ぶりのこ
ととなった。今回の更新にあたっては、「伝統の技法（陶磁器）」と「伝統の技法（漆器）」
を、従来型の「陶磁器」「漆器」のパートとは別に新たな展示として設置した。このパー
トは従来の1産地1品紹介型の展示ではなく、工芸品それ自体がどのようなものであるの
か分かりやすく理解できるように、原材料・製造法の提示を目標に、以下のような内容の
展示をおこなった。
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伝統の技法（陶磁器）
陶磁器の種別 陶器（施紬）・陶器（焼締）・磁器の別を紹介。
陶磁器の素地原料 陶土・陶石・長石といった素地原料を紹介。
酸化焼成と還元焼成 焼成方法によって粕薬の発色が違うことを紹介。
紬　　薬　　原　　料 基本的な粕薬原料である木灰柚・鉄粕・長石粕・銅緑粕の基本原ｿとそれを用いた製品を展示。
絵　　　の　　　具 基本的な絵付原料である酸化コバルト・酸化第2鉄（以上、下絵Gの具）と上絵絵の具とそれを用いた製品を展示。
施粕陶器の製造工程 基本的な施粕陶器の製造工程（成形・乾燥→素焼き→下絵→施粕ｨ本焼成・完成）を写真パネルとともに展示。
染錦磁器の製造工程
下絵・上絵双方をもちいた磁器の製造工程（成形・素焼き→下絵
ｨ施紬→本焼成→上絵→上絵焼成・完成）を写真パネルとともに
W示。
伝統の技法（漆器）
塗　　の　　技　　法 塗の3類型である摺漆・半透明塗・不透明塗の別を紹介。
木　地　の　技　法 木地の種別として挽物・曲物・藍胎（らんたい）・陶胎の別を紹﨟B
木地の工程（曲物） 飛騨春慶・半月膳の縁曲げ工程（木取り→曲げ）を展示。
木地の工程（留物） 飛騨春慶・半月膳の底板の木取りと木地組みの工程を展示。
塗　　の　　工　　程 飛騨春慶・半月膳の塗工程（下地づくり→下塗→摺漆→上塗）をW示。
木地の工程（挽物） 飛騨春慶・尺丸盆の木地工程（木取り→荒挽・煉煙乾燥→仕上ﾒ）と完成品を展示。
施粕陶器の製造工程 木地の工程（曲物・留物）
2企画展「阿波藍の伝統工芸」展の開催
　例年通り、特定の伝統的工芸品の産地を取り上げ、産地の概況、工芸品の技法、製造工
程、商品開発の新動向などについて紹介することとし、本年度は徳島県の工芸品をとりあ
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げた。阿波正藍しじら織（織物・徳島
市）、阿波和紙（和紙・山川町）、大谷焼
（陶器・鳴門市）といった藍染に関連し
た徳島県の伝統的工芸品を中心とし、そ
の他同県の工芸品を紹介した。また、今
回、徳島の藍をテーマとするということ
で、本学校友の古庄岩吉氏から特別に筒
描藍染作品を出展していただき、展示の
目玉とした。
　各パートの内容は次の通りである。
　　　　　　　　すくも〔導入〕（藍の栽培と蘂の製造）
　展示室入口正面には、今回取り上げる
工芸品成立の背景となった徳島県地方に
おける藍の栽培と、染料である蘂につい
て紹介する展示をおこなった。ここで
は、藍の葉と藥、藍畑や製造所の写真パ
ネルを展示し、葉藍の栽培と蘂の製造方
法を提示した。また、畳敷の集合展示コ
ーナーでは、今回取り上げる主要3工芸
品に加え、銘木製品、半田漆器、阿波の
竹製品、阿波首でこ、を展示した。
（1）筒描藍染
　本学校友古庄岩吉氏（文・演劇卒）の
作品2点を展示。また、筒描藍染に用い
られる道具類として糊筒と口金、原材料
類（儒米、糠、塩、石灰）と製作工程の
解説パネルと写真パネルを展示した。
（2）阿波正藍しじら織
　最初のケースでは、原糸別に木綿織物
と綿麻混紡の「半麻しじら」、織の意匠
別に「縞」「格子」模様、染の意匠とし
て藍染のみを用いたもの、他の染料と併
用したもの、といった阿波正藍しじら織
の製品構成を通覧できるように着尺地や
裂地を展示した。次のケースでは、ネク
タイや人形、帽子、財布等、土産物店の
店頭に並ぶ加工品についても展示、ま
た、藍で染める回数（1回・3回・6
回・10回・18回；水色→濃紺色）によっ
て色調の変化する染糸標本やしじら織独
藍の葉
、、
鑛
藍染の先染糸
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特の風合を出す’しぼ”の織り方の模
型、さらに、製造工程の解説パネル・写
真パネルを展示した。
（3）阿波和紙
　最初の展示ケースでは原材料の楮・三
極の皮を剥いだ標本と生育状態の写真、
および、阿波和紙を代表する製品である
藍染紙を展示。次のケースでは、主にク
ラフト用紙として用いられる原紙ととも
に、手漉き和紙の主要な製品である加工
品から、葉書、名刺用紙、小物入れ、コ
ースター、ペン皿など、また、講の模　　　　和糸氏原料（楮’三極）
型とあわせて製造工程の解説パネル・写
真パネルを展示した。
（4＞大谷焼
　技法として伝統的な「焼締」と大正頃から始まった「施粕」、器種として花器類・食
器類といった大谷焼の製品構成を通覧できるよう製品を展示。また、素地原料である萩
原粘土、加飾用の姫田土に製造工程の解説パネルと製造工程等の写真をあわせて展示し
た。
※実態調査時に録画した阿波和紙の手漉き作業、大谷焼の大物づくりVTRを館内のモニ
　ターをもちいて逐次放映した。
3公開講演会
　企画展の開催に連動して産地から関係者を講師として招き、一般・学生を対象とした公
開講演会を開催した。
　　日　時；1999年11月24日困　午後2時～3時30分
　　会場；12号館2063教室
　　講　演；講師　古庄岩吉氏（9代目筒描藍染岩吉・本学校友）
　　　　　演題　藍染の心と筒描の技法
　　参加者；67名
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4博物館実習
　本年度は学芸員養成課程から21名、また、他大学から2名（専修大学生1名・立正大学
院生1名）の実習生を受け入れた。
（1）学芸員養成課程からの館務実習受入れ
　　5月10日（月）～5月14日囲　市川　愛　古賀麻巳　内藤夕紀
　　5月17日（月）～5月21日働　袴田祥文　町田　恵　山口陽子
　　5月31日（月）～6月4日㈹　板垣仁深　北口篤志　塚崎　章
　　6月7日（月）～6月11日働　川上　恵
　　6月21日（月）～6月25日㈹　川島真紀子
　　6月28日（月）～7月2日㈹　佐藤清美
　　9月27日（月〉～10月1日㈹　井上　徹　井村麗子
　　10月4日（月）～10月8日㈹　伊藤亜紀子　西城淑子　三角陽子　望月　章
　　10月18日（月）～10月22日㈹　小杉知子　佐藤しのぶ　廣井章子
（2）他大学からの館務実習受入れ
　　11月22日（月）～12月8日㈱　村中雅美（専修大学4年）
　　12月6日（月）～12月14日㈹　細野健太郎（立正大学院修士1年）
〔実習内容〕
・日常業務補佐
・常設展の定期更新による展示替作業。
・資料整理および資料台帳カードの作成。
・99年度企画展展示用解説パネル・キャプション類の製作。
・企画展展示替作業。
・常設展定期更新のプラン作成と展示替作業。
・入門講座その他学習会等の聴講。
・その他、当該期の館務補佐。
（通年）
（5月）
（5～9月）
（10月）
（10月）
（10・11月）
（通年）
（通年）
5学習グループの支援
　これまで、講座受講者等から商品陳列館所蔵の伝統的工芸品資料を用いる学習会設立の
希望がいくつか寄せられていたため、学習会設立を呼びかけたところ19名の参加希望者が
集まった。明治大学博物館では、博物館に市民をとりこむ事業として、博物館資料を用い
る自主学習サークルの育成を目標にかかげており、今回集まった人々による学習サークル
の結成と運営を支援してゆくこととした。99年10月に発起集会をおこない、以後半年間を
準備期間とし、その間、会運営体制の検討を続け、2000年4月に正式に「明治大学商品陳
列館工芸の会」として発足することとなった。今後、教材や学習会場の確保といった点に
ついて支援するとともに、将来は館の協力団体としても育成することとしている。
6その他
（1）文献閲覧サービス
①参考文献の閲覧提供
　展示資料に関する情報提供の一環として参考文献を閲覧に供した。
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②刑事博物館・商品陳列館の図書室の設置
　大学会館3階の旧商品陳列館事務室のスペースに刑事・商品両館の図書室を設置した。
（2）ガイド・ツアー
　11月26日の校友課主催のホーム・カミング・デイにあわせて企画展展示解説のガイドツ
アーを行った。
収集・保存
1展示資料の収集
　昨年度に引き続き、収集の重点対象である伝統的工芸品等を資料として合計9品目41件
購入した。その内訳は、阿波正藍しじら織（織物／徳島県徳島市）10件、阿波正藍染（染
色／徳島県徳島市）1件、阿波和紙（和紙／徳島県山川町）13件、大谷焼（陶器／徳島県
鳴門市）6件、阿波の竹製品（竹工／徳島県脇町）3件、半田漆器（漆器／徳島県徳島
市）1件、銘木製品（木工／徳島県徳島市）2件、大堀相馬焼（陶器／福島県浪江町）4
件、本場結城紬（織物／茨城県結城市・栃木県小山市）1件である。
（1）99年度企画展出展資料の収集
　阿波正藍しじら織は本来木綿織物であるが、夏季衣料用生地が主流であるため、綿麻混
紡の「半麻しじら」も製作されている。織の意匠としてはジャカードを用いた複雑な模様
はなく、経糸に複数の染糸を用いて単純なまだら模様を出す「縞」、それに緯糸にも数色
用いた「格子」模様のバリエーションが殆どである。また、藍染の生地に白抜きの模様を
　　　　　　　ばっせん作る薬品による抜染もおこなわれている。今回は、これらの意匠・技法を通覧できるよう
　　　　　きれじに着尺地や裂地を収集した。また、製造所の製品はあくまで生地の製造が本来の目的であ
るが、土産物店の店頭などでは観光土産としてしじら織を用いた加工品もかなり出回って
いるため、ネクタイや人形、帽子、財布等についても収集した。また、藍染は回数をかさ
ねるごとに色調の濃度が薄い水色から濃紺色に変わるという特性を分かりやすく展示する
ため、染の回数（原糸・1回・3回・6回・10回・18回）別の染糸標本の製作を依頼し
た。現在、手漉和紙の主要な製品構成は、クラフト用紙に用いられる原紙。それから、和
紙を用いた加工品である。原紙については、現在、阿波和紙を代表する製品である藍染紙
を収集した。これは、無地の和紙に後染で藍染を施した全国的にも希少な製品である。一
方、一般的な染色方法である叩解された繊維状態での先染製品についても収集した。加工
品については、和紙加工品であるハガキや名刺用紙と、和紙の繊維自体を成形したペン皿
やコースターといったバリエーションをカバーするように収集した。大谷焼の特徴は、藍
甕や水蓮鉢などの大物づくりをおこなっている点にある。いずれも、無粕焼締の製品であ
るが、これに加えて大正期頃から施粕の製品づくりも始まっている。大物は展示スペース
や輸送手段の問題で収集対象から外し、それ以外の部分で、焼締・施粕、花器類・食器類
といった大谷焼の製品構成をカバーできるように選定した。
（2）その他の収集資料
　95年度の実態調査以来、継続して調査をおこなっている大堀相馬焼商品開発研究会によ
る新製品について、98年度に取材した際、企画段階にあった製品が販売されはじめたた
め、いくつか収集することとした。また、2000年度の企画展に展示するために本場結城紬
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の着尺地を収集。これは、現在、本場結城紬の緋模様を構成する代表的なパターンとなっ
ている「亀甲緋」「十字緋」を用い、なおかつ着尺幅に「亀甲緋」が100以上入る100亀甲
の製品を選定した。また、染料は藍のみを用いたものであり、その他の染料を用いたもの
については別途、収集することとした。
　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　なお、99年度には合計4品目7件の資料の寄贈を受けた。
2資料整理
（1）資料の所在把握
　現在の博物館の建物が建設される1985年以前の収集資料については、数次の移転によっ
て所在照合のできなくなっている資料があるため、悉皆的な所在調査を開始した。
（2）資料台帳カードの作成
　昨年度に引き続き収蔵資料1点ごとの資料台帳を作成した。これは、従来もちいられて
きた台帳が記載事項も不充分なため、95年度から更新作業を開始したものである。
調査・研究
実態調査の実施
　以下の通り、伝統的工芸品産業の実態に関する調査を実施した。
（1）阿波正藍しじら織・阿波和紙・阿波藍・筒描藍染（徳島県第III次）
　期　日；7月21～23日
　調査員；刀根武晴（館長）　外山　徹（学芸員）
　調査先；阿波和紙伝統産業会館　長尾織布合名会社　外山良治氏（藍農家・藍師）
　　　　　アスティ徳島・徳島工芸村　古庄岩吉氏（筒描藍染）
（2）結城紬（茨城県結城市第II次）
　期　日；9月6日
　調査員；外山　徹（学芸員）
　調査先；奥順株式会社（問屋）
（3）高岡銅器・高岡漆器（富山県高岡市第1次）
　期日；3月7～9日
　調査員；外山　徹（学芸員）
　調査先；㈱竹中製作所高岡銅器展示館　高岡市地場産業センター　㈱梶原製作所（銅器）
　　　　　㈱柴田漆器店（製造販売）
（4）伊勢崎緋・桐生織（群馬県伊勢崎市・桐生市第II次）
　期　日；3月22・23日
　調査員；外山　徹（学芸員）
　調査先；斉藤定夫氏（伊勢崎緋織元）　桐生市立図書館
　　　　　森秀織物株式会社織物参考館「紫」（桐生織）
※調査にあたっては下記の作業をおこなった。
　①ヒアリング調査
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・産地の概況…歴史、分業体制、現状等。
・製品の種別・価格等。
・原材料の種別および供給方法。
・製造工程。
・商品流通の実情。
②公共機関での調査
・製品の種別・価格等。
・伝統産業および伝統的工芸品の歴史的変遷。
③企画展開催に向けての準備
・製造工程の写真・ビデオの撮影。
・展示資料収集の打ち合わせ。
④その他各工芸品の特性に即した事項
おわりに
　98年度の企画展「飛騨高山の伝統工芸」展にひきつづいて、99年度の「阿波藍の伝統工
芸」展もまた比較的充実した展示準備のための現地調査をおこなうことができた。現地調
査の成果は企画展という形で発表され、その後は常設展の充実に寄与することとなる。
ところで、従来の常設展示は製造工程等を含んでいるとは言え、産地の分布紹介的なもの
に終始していた。今後は、まんべんなく各産地の製品を展示するのではなく、陶磁器、漆
器、染織品などそれ自体について、①どのような原材料から、②どのような技法を用い
て、③どのような意匠で、④どういった工程を経て、⑤どのような用途の製品が作られて
いるのか、という点を理解できるような展示を目指すように目標をシフトする計画であ
る。99年の5月には常設展の全面的な入れ替えをおこなったが、その際、その第一歩とし
て「伝統の技法（陶磁器）」と「伝統の技法（漆器）」のコーナーを設置した。今後、染
織・金工・和紙等にも同様の展示を導入し、なおかつ全体をレベル・アップさせてゆく方
針である。伝統工芸をこうした視点でとらえた博物館はあまり無いように見うけられる今
こそ、その好機であるとも考える。ともすると、当館の展示資料については、「お金を出
せば手に入るもんでしょう？」「あまり高価なものじゃないんでしょう？」「うちにもある
ようなものだ」というような見方をされがちである。反面、それだけコレクション自体は
容易なものであるので、今のうちにしっかり収集しておくことが出来るという見方もあ
る。ヨーロッパで偉大なコレクションとなっているものも、おそらく収集の時点ではこの
ような評価だったのではあるまいか。当面は資料を意味づける切り口として、上記のよう
な目標とともに、文化論的な背景を組み込んだ伝統工芸の“見せ方”を模索してゆきた
い。
〔付言己〕
　企画展開催に関して、資料収集と実態調査にあたっては、大西義浩氏（大谷焼陶業協
会）、寒川康弘氏（徳島工芸村）、工藤多美子氏（阿波和紙伝統産業会館）、外山良治氏、
長尾藤太郎氏（長尾織布合名会社）、藤森実氏（阿波和紙伝統産業会館）、その他多くの
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方々からご助力・ご協力を賜った。就中、校友の古庄岩吉氏には1998年度の特別展「水墨
画と筒描藍染で詩うテムズ河旅情」展に引き続いて、筒描作品や道具類の出展に関して
特段のご配慮をいただいた。末筆ながら記して謝意を表する次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（とやま　とおる　明治大学商品陳列館学芸員）
明治大学商品陳列館の概要
　商品陳列館は、商業教育・産業教育の育成と、商品に関する
実践的知識の普及に努めることを目的として1951（昭和26）年
に設立されました。現在では、陶磁器、漆器、染色品、金工品、
竹木工品など、我が国の生活文化の所産である伝統的な手工芸
製品を教育普及事業の題材としています。展示資料は全国各地
の生産工場、製造業者、流通業者等を訪れ、調査分析の上に収
集したもので、商品の原材料、部品、製造の技法、半製品から
完成品にいたる製造工程、意匠の種別などを展示していますが、
当館では、これらの工芸製品について、（1）生活用品として利
用されるもの、（2）製造技法上、また、生活用品として歴史性
をもつもの、（3）産地の地域性を反映したものと定義して注目
しています。
（明治大学商品陳列館リーフレットより）
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